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同
窓
会
に
つ
い
て

同
窓
会
会
長

今
回
二
月
、
卒
業
式
前
日
の
予
行
に

お
い
て
同
窓
会
の
入
会
式
が
行
わ
れ
、

二
十
六
回
生
四
百
四
名
を
迎
え
、
会
員

数

一
万
四
百
三
十
名
に
な
り
ま
し
た
。

二
十
六
回
生
の
代
表
評
議
員
は
、
長
谷

川
新
さ
ん
と
大
畑
京
子
さ
ん
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

坂
戸
高
校
も
ま
も
な
く
三
十
年
を
迎

え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
三
十
年
の
間

に
は
時
代
の
変
化
と
母
校
の
発
展
が
築

か
れ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
同
窓
会
も

様
々
な
変
化
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
今
年

か
ら

「同
窓
会
だ
よ
り
」
の
発
行
を

「や
な
ぎ
祭
」
に
合
わ
せ
て
発
行
す
る

坂
戸
高
校
に
着
任
し
て

坂
　
本
　
　
　
毅

（
一
回
生
）

こ
と
も
試
み
ま
し
た
。
ま
た
、
「卒
業

生
の
つ
ど
い
」
も
計
画
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
「卒
業
生
の

つ
ど
い
」
の
連
絡
方
法
や

「同
窓
会
だ

よ
り
」
の
配
布
方
法
な
ど
難
し
い
課
題

も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
窓
会
と
し
て

は
、
「や
な
ぎ
祭
」
に
合
わ
せ
て
定
例

化
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

同
窓
会
は
親
睦
団
体
で
す
か
ら
、
す

べ
て
奉
仕
的
に
自
分
た
ち
で
運
営
し
て

い
ま
す
が
、
仕
事
の
都
合
な
ど
で
、
な

か
な
か
集
ま
れ
る
機
会
が
も
て
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
毎
年
少
し
ず
つ
で
す
が
新
し

い
人
が
加
わ
っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん

の
周
り
で
参
加
し
て
み
た
い
と
考
え
て

い
る
人
は
、
会
の
方

へ
申
し
出
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
初
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
同
窓
会

は
親
睦
団
体
で
す
か
ら
、
今
後
の
坂
戸

高
校
同
窓
会
の
在
り
方
を
会
員
の
み
な

さ
ん
と
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
協
力
、
ご
理
解
、
ご
支
援
を
お
願
い

し
ま
す
。

学
校
の
近
況
に
つ
い
て

坂
戸
高
校
教
諭
　
上
回
伸

一

本
校
の
十
二
回
生
で
あ
る
私
が
赴
任

し
て
三
年
目
に
入
り
ま
し
た
。
生
徒
と

し
て
の
視
点
と
教
員
と
し
て
の
視
点
は
、

当
然
ち
が
う
の
で
驚
か
さ
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
が
、
だ
ん
だ
ん
と
落
ち
着

い
て
ま
い
り
ま
し
た
。

あ
く
ま
で
私
見
で
す
が
、
学
校
の
近

況
に
つ
い
て
。
私
の
在
学
中
と
比
較
す

る
形
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

私
の
在
学
中
は
、
楽
し
く
て
自
由
な

「特
別
な
高
校
」
だ
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
今
の
生
徒
は
、
「学
校
が
楽
し

い
」
と
は
思
っ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

つ
ま
り
ど
こ
に
で
も
あ
る
普
通
の
高
校

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
原
因
は
い

ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
私
は

「教
員
と
生
徒
の
距
離
が
昔
よ
り
近
付

い
た
。
」
テ」と
だ
と
考
え
ま
す
。
小
中

学
校
で
も
そ
う
な
っ
て
い
る
の
で
す
が
、

生
徒
に
友
達
感
覚
の
甘
え
が
あ
る
よ
う

で
す
。
だ
か
ら
、
こ
ち
ら
が
注
意
し
な

い
で
い
る
と
、
好
き
放
題
や
ら
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
も
う
少
し
気
を
使
っ
て
く

れ
る
と
、
あ
る
い
は
、
教
員
を
頼
ら
な

い
で
く
れ
る
と
い
い
の
で
す
が

・
・
・
。

昔
は
、
そ
ん
な
に
必
要
で
は
な
か
っ

た
服
装
や
頭
髪
に
対
す
る
指
導
も

「せ

ざ
る
を
え
な
い
」
状
況
に
な
っ
て
き
た

四
月

一
日
付
け
で
坂
戸
高
校
に
着
任

至
し
ま
し
た
。
県
下
の
進
学
校
と
し
て

発
展
し
て
い
る
伝
統
を
受
け
つ
ぎ
、
更

に
発
展
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

生
徒
の
希
望
進
路
の
実
現
を
め
ざ

し
、
毎
日
充
実
し
た
教
育
活
動
が
展
開

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
防
災
拠
点
校
工
事

は
九
月
中
に
完
了
予
定
で
す
。
来
年
度

は
、
創
立
三
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
創

立
三
十
周
年
事
業
実
行
委
員
会
が
発
足

し
、
記
念
誌
の
刊
行
、
記
念
式
典
及
び

祝
賀
会
の
挙
行
、
教
育
環
境
の
整
備
等

を
決
定
し
ま
し
た
。
坂
本
同
窓
会
長
に

は
、
副
委
員
長
を
お
願
い
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

同
窓
会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら

何
か
と
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
厚
く 坂

戸
高
校
校
長
　
野
　
口
　
長
　
招

御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
今

後
と
も
母
校

発
展
の
た
め

に
、
ご
支
援

ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ

ま
す
。

（十
二
回
生
）

ら
、
豆
日
通

の
高
校
」
に

な
る
の
は
、

当

然

で
す

ね
。
残
念
で

す
が
。
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同
態
会
に
よ
せ
て

会
長
と
し
て
学
ん
だ
こ
と

　

　

　

〔

楼
井
靖
巳
含
一十
六
回
生
）

二
年
生
の
時
に
生
徒
会
長
を
務
め
た
。

当
然
こ
う
い
っ
た
モ
ノ
に
な
れ
ば
、
人

と
知
り
合
う
機
会
や
、
人
に
知
ら
れ
る

機
会
は
増
え
た
。
坂
高
の
生
徒
、
先
生

方
だ
け
で
な
く
、
ポ
ラ
ン
テ
イ
ア
関
係

や
他
校
の
生
徒
会
役
員
の
人
も
そ
の
機

会
は
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
私
を
知
っ
た

人
の
多
く
は
、
私
を

「会
長
」
と
呼
ん

だ
。
私
は
こ
れ
が
嫌
だ
っ
た
。
そ
う
呼

ば
れ
た
時
そ
こ
に
自
分
を
置
く
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。
逆
に
、
名
前
で
呼
ば

れ
る
と
そ
の
と
き
は
自
分
を
置
く
こ
と

が
で
き
た
。
会
長
を
務
め
た
こ
と
で
学

ん
だ
こ
と
の
一
つ
が
こ
れ
で
あ
る
。

ど
ん
な
立
場
、
地
位
で
あ
っ
て
も
名

前
で
呼
ぶ
こ
と
は
、
そ
の
人
と
知
り
合

う
こ
と
に
つ
な
が
る
。
自
分
が
大
切
に

思
う
人
は
、
名
前

（あ
る
い
は
、
そ
の

人
が
嫌
で
な
い
あ
だ
名
）
で
呼
ぶ
こ
と

が
必
要
だ
と
思
う
。

会
長
を
務
め
て
学
ん
だ
こ
と
は
、
他

に
も
た
く
さ
ん
あ
る
。
ま
た
、
三
年
間
、

実
行
委
員
の
一
部
と
し
て
参
加
し
た
文

化
祭
に
お
い
て
は
、
そ
れ
以
上
に
色
々

な
こ
と
を
学
ん
だ
。
私
が
こ
う
し
た
活

動
が
で
き
た
、
坂
高
生
で
あ
っ
た
か
ら
。

卒
業
し
て
、
改
め
て
坂
高
生
で
よ
か
っ

た
と
思
う
。
坂
高
の
思
い
出
、
学
ん
だ

こ
と
は
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
い
き

た
い
。

事
務
局
よ
可

平
成

一
一
年
度
総
会
報
告

平
成

一
一
年
度
新
役
員

△玄　
長
　
坂
本
　
一
毅
盆

回
生
）

副
会
長
　
小
塚
　
市
郎
各
一回
生
）

吉
田
　
勇

一
各
一回
生
）

田
中
　
康
夫
（四
回
生
）

崩銘研
哺鹸　勝朝十頼蜘坐一

謂議難
，僻繭　勝期十世伽唯針）

小
川
　
　
毅
（十
八
回
生
）

半
澤
　
信
夫
（十
九
回
生
）

石
井
　
裕

一
（十
九
回
生
）

は
蘇
歎
ポ
職
一
一＝
卸
畦
年
）

監
　
事
　
浅
野
　
昭

一
（九
回
生
）

細
嫌
ｗ
淳
一（九
回
生
）

関
根
　
和
幸
（十
七
日
生
）

顧
　
問
　
持
口
　
睦
美
（七
日
生
）

上
田
　
伸

一
（十
二
回
生
）

第
二
十
六
回
生
同
窓
会
評
議
委
員

一　
組
　
　
阿
部
　
充
佳

編

集

後

記

▽
三
十
周
年
と
い
う
大
き
な
事
業
を
控

え
て
い
る
中
で
、
今
、
こ
の

「同
窓

会
だ
よ
り
」
を
発
行
す
る
こ
と
が

一

番
の
事
業
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

担
当
と
し
て
は
、
「誰
か
手
を
貸
し

て
く
だ
さ
い
。」
と
叫
び
た
い
気
持

ち
で
す
。

▽
坂
高
同
窓
生
に
お
願
い
、
「同
窓
会

だ
よ
り
」
に
掲
載
す
る
原
稿
を
募
集

し
て
お
り
ま
す
。
内
容
に
つ
い
て
は
、

一
切
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
何
で
も
結

構
で
す
か
ら
事
務
局
ま
で
お
願
い
し

ま
す
。
な
お
、
写
真
も
同
封
し
て
い

た
だ
く
と
事
務
局
と
し
て
は
、
助
か

り
ま
す
。

▽
編
集
が
終
え
て
、
装
丁
を
変
え
て
か

ち
編
集
後
記
を
書
く
の
が
初
め
て
だ

つ
た
と
気
が
つ
き
ま
し
た
。

《
同
窓
会
だ
よ
り
》
（第
十

一
号
）

編
集
発
行

埼
玉
県
立
坂
戸
高
等
学
校
同
窓
会

印
　
刷
　
ト
キ
フ
印
刷
所

〇
四
九
二
十
二
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―
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八
六
五
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言
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四
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五
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七
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八
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十
　
組

井
上
　
雅
美

田
中
　
　
健

鈴
木
　
絵
美

岡
本
　
徹
郎

黒
川
沙
央
里

佐
藤
　
祐
樹

島
村
　
　
香

伊
藤
　
隆
隼

佐
々
木
美
佳

藤
吉
　
　
剛

西
鳴
　
晴
美

冨
永
　
長
司

小
林
　
由
実

松
本
　
哲
郎

大
畑
　
一泉
子

長
谷
川
　
新

工
藤
か
お
り

坂
田
　
直
大

野
村
　
佳
代

平成 11年 度 事 業 計 画

入 会 式

同窓会だより第 10暑 発行

役 員 会

役 員 会
'

同窓会だより第 11暑 発行

卒業生のつどい

役 員 会

役 員 会

3 月

6 月

9月

1 2 月

2 月

平成 10年 度事業報告

入 会 式

同窓会だより第 9暑 発行

9 月 6 日  役 員 会

3 月  6 日

2 月  5 日

2 月 1 3 日

役 員 会

役 員 会

平 成 1 1 年 度 予 算

1 歳  入    単 位:円  2 歳  出   単 位こ円

平 成 1 0 年 度 会 計 報 告

単位:円  2 歳  出
1 歳 入

単位 :円

科  目 予 算 額 決 算 額

庶  務  費 200,000 8,628

会  議  費 100,000 99,179

慶  弔  費 50,000 0

事 業  費

(窪曽墨湯翌星
1,400,000

200,000

1,200,000

1,711,900

L7油淵)
予  備  費 89,642 0

Ａ
日 計 1,839,642 1,819,707

繰 越  金 19,670

科   目 予 算 額 決 算 額

繰  越  金 82,642 82,642

25回生入会金 1,756,000 1,756,000

雑  収  入 1,000

合 計 1,839,642 1,839,377

科   目 予 算 額

庶  務  費 150,000

会 議  費 100,000

慶  弔  費 50,000

事  業  費

(彗皆倉喜吊ど暑
1,300,000

.盤柵)

予 傭  費 28,670

合 計 1,628,670


